
 

１ 日 時      平成２７年１１月１３日（金）５校時 

 

２ 学年・学級    １年Ａ組 （男子１４人 女子１６人 計３０人） 

 

３ 単元名       力による現象（１分野エネルギー領域 光・音・力による現象 より） 

 

４ 本単元を指導するにあたって 

 本単元の目標は，「身近な事物・現象についての観察，実験を通して，力のはたらきやその規則性に

ついて理解させるとともに，これらの事物・現象を日常生活や社会と関連付けて科学的にみる見方や考

え方を養う」ことである。例年，多くの生徒が本単元の学習を難しいと感じ，特に，高い思考力や計算

力を要する圧力や浮力について，知識や活用力が定着しにくい傾向がある。 

 本学級の生徒は入学以来３度の定期試験を受験しており，「自然事象への関心・意欲・態度」「観察・

実験の技能」「自然事象についての知識・理解」の観点の問題については，正答率がおおむね 70％を超

えているが，「科学的な思考・表現」の観点の問題については正答率が平均 52.8％であり，課題が大き

いといえる。そこで，協同学習の手法を取り入れ，生徒が自分の考えをグループの中で表現する過程を

通して，科学的な思考力や表現力を高めたいと考えている。 

 

５ 単元の目標 

○物体に力がはたらいていることを，物体の変形や運動の様子から認識できるようにする。 

○力の種類と大きさがわかり，力を矢印であらわすことができるようにする。 

○圧力の意味を理解し，圧力の大きさを数値で表現することができるようにする。 

○水中や空気中にある物体にはあらゆる方向から圧力がはたらくことを理解し，浮力について説明でき

るようにする。 

 

６ 単元の評価規準 

 

   

ペットボトルでいかだを作ろう  

               情報活用能力・思考力・表現力・人間関係形成能力 

ア 自然事象への 

関心・意欲・態度 
イ 科学的な思考・表現 ウ 実験・観察の技能 

エ 自然事象についての知

識・理解 

①物体の変形や運動のよう

すに関心を持ち，物体に

どのような力がはたらい

ているか進んで調べよう

とする。 

②ばねを使って物体にはた

らく重力の大きさを進ん

で測定しようとする。 

③圧力による身近な現象に

興味を持ち，物体に圧力

がどのようにはたらいて

いるかを進んで調べよう

とする。 

①物体のようすから，物体

にどのような力がはた

らいているかを考察で

きる。 

②ばねに加わる力の大き

さとばねののびの関係

を実験結果から考察で

きる。 

③物体にはたらく力を見

つけ，力を正しく図示で

きる。 

④力と面積の関係につい

て考察し，圧力について

説明できる。 

⑤水圧・大気圧や浮力が生

じる要因を考察できる。 

①ばねに加わる力の大きさ

とばねののびを調べる実

験を工夫して行い，結果

を表やグラフに正しくま

とめている。 

②浮力の大きさを調べる実

験を工夫して行ってい

る。 

 

①物体に力がはたらくと，

物体を変形させたり，支

えたり，運動を変えたり

することを理解してい

る。 

②重力，抗力，浮力などの

いろいろな力の種類を理

解している。 

③力の表し方を理解してい

る。 

④圧力の意味と圧力の求め

方を理解している。 

⑤水圧や大気圧が物体に対

してあらゆる方向からは

たらくことを理解してい

る。 

理科 第２学年 三 次 市 立 塩 町 中 学 校 指導者 伊藤雅敏 

単
元
名 

本単元で育成する資質・能力 



７ 本単元に関わる基礎・基本の定着 

 （１）本単元に必要な基礎・基本 

 ○重力・抗力・磁力・摩擦力・静電気の力・浮力などの力の種類を理解している。 

 ○測定誤差に注意しながら比例のグラフを書くことができる。 

 ○力の大きさ，力の向き，力がはたらく点を見出し，力を矢印で表現できる。 

 ○面に加わる力の大きさと面積の関係を理解し，圧力の大きさを求めることができる。 

 （２）定着のための方策 

○語句の確認：学習した基本語句を１問１答形式で答える。 

○単元末テスト：単元終了時に行う。 

○ワーク：学んだことを定着させるため，ワークを単元テスト前までに家庭学習として課す。 

 

８ 本単元を通して伸ばしたい資質・能力 

※塩町中学校区では，小中９年間で身に付けさせたい９つの能力を定めている。 

 塩町中学校区９能力 

① 情報活用能力 

（調べてまとめる力） 
○ 

④判断力 

（自分で決める力） 
 

⑦体力・継続力 

（ねばり強くやりきる力） 

 

② 発見力（見つける力）  ⑤表現力（伝える力） ○ 
⑧人間関係形成能力 

（人とかかわる力） 
○ 

③ 思考力（考える力） ◎ 
⑥将来設計能力 

（なりたい自分を描く力） 
 

⑨生活力 

（学んだ事を生かす力） 
 

◎思考力・・・事物・事象から，規則性を見出し，論理的に説明できる。 

 

９ 指導及び評価の計画とパフォーマンス課題：(全１４時間） 

次 
学習内容 

（時数） 

評     価 

関 思 技 知 評価規準 

１ 

【水に浮く物体】 

○なぜ船は水に浮いているのかを考える。 

・質量が同じだが体積が異なる物体，体積は同じだが質量が

異なる物体など，数種類の物体が水に浮くかどうかを予想

し，実験によって確かめる。           （１） 

 
○ 
 

 
 
 
 
○ 
 

  
 
 
 
 

 

ア①（活動の様

子・発表・ワ

ークシート） 

イ①（発表・ワ

ークシート） 

２ 

【力にはどのような性質があるのだろうか】 

○物体の変形や運動の様子と力の関係を見出す。 

○力の種類を知る。 

・弾性の力・重力・抗力・磁石の力・摩擦力・浮力など身近

な力の種類について理解する。          （２） 

 
○ 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
○ 
 
◎ 

 

ア①（発表・ワ

ークシート） 

エ①（発表・ワ

ークシート） 

エ②（発表・ワ

ークシート） 

３ 

【力の大きさの測り方】 

○ばねに加わる力の大きさとばねののびの関係を調べる。 

・ばねにおもりをつるし，ばねののびを測定する。 

・おもりの重さとばねののびの関係のグラフを書く。 

・ばねに加わる力の大きさとばねののびの関係について考察

する。                      

 
○ 

 
 
 
 
 
 
○ 

 
 
 
◎ 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

ア②（活動の様

子） 

ウ①（ワークシ

ート） 

 

イ②（発表・ワ

ークシート） 



・月での質量と重力の関係について考察する。   （２） 

４ 

【力の表し方】 

○物体にはたらいている力を見出し，力を矢印で表す。 

・力がはたらく点，力がはたらく向き，力がはたらく向きを

正しく理解し，力を矢印であらわす。       （１） 

  
 
 
○ 

 
○ 
 
 
 

 
 
 
 
 
○ 

ウ③（発表・ワ

ークシート） 

イ③（ワークシ

ート） 

エ③（ワークシ

ート） 

５ 

【水に浮く物体 ２】 

○浮力の大きさを測定し，その大きさを図示する。 

・ばねはかりを用いて，浮力の大きさを求め，重力と浮力を

図示する。 

○物体の水中の体積と，浮力の大きさを調べ，その関係につ

いて考察する。               

（本時２／２） 

  
 
 
 
 
◎ 

 
○ 
 
 
 
 
 
 
○ 

 
 

 

ウ②（活動の様

子） 

 

 

イ⑤（活動の様

子・発表・ワ

ークシート） 

ウ②（活動の様

子） 

６ 

 

【面にはたらく力と面積の関係】 

○同じ力がはたらいても，面積が異なると，力のはたらきに 

 違いが生じることを知る。 

・レンガをスポンジにのせたときのスポンジのへこみ方を調

べる。 

・圧力を利用した，身近な道具について気づこうとする。 

○圧力の表し方と求め方を知り，圧力を求める。   （２） 

 
 
 
 
○ 
 
 

 
 
○ 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
○ 

 

 

イ④（発表・ワ

ークシート） 

ア③（活動の様

子・発表） 

 

 

エ①（ワークシ

ート・発表） 

７ 

【水中や空気中の物体が，水や大気から受ける圧力】 

○水中の物体が水から受ける力の大きさと方向について知 

る。 

・水深と，ゴム膜のへこみ方とへこむ方向について考察する。

○浮力の原因が水圧であることを理解する。 

○大気の重さと大気圧の関係について考察する。  （２） 

  
○ 
 

 
 
 

 
 
 
○ 
 

 

イ⑤（発表・ワ

ークシート） 

エ⑤（発表・ワ

ークシート） 

 

 

 

 

 

８ 

 

 

 

 

 

 

【力と圧力の利用】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１） 

  
 
 
 

   

 

 パフォーマンス課題 

 「ペットボトルでいかだをつくろう」 

○体重５０kgの人が２人乗れ，水中に沈まないペットボトルいかだをつくりたい。２リッ

トルのペットボトルが少なくとも何本必要か考えましょう。ただし，ペットボトル１本

の全体の体積は２．1Ｌで，質量は６０g，ペットボトルを接着する接着剤の質量は無視

できるものとします。 

○ルーブリック 

Ａ（素晴らしい） ペットボトルにも重力が加わることに着目し，人とペットボトルに加わる重力

と，ペットボトルによって生じる浮力を考察し，必要なペットボトルの数を求め

ている。 

Ｂ（良い） 人に加わる重力と，ペットボトルによって生じる浮力を考察し，必要なペットボ

トルの数を求めている。 

Ｃ（努力が必要） Ｂに至らない。 

 



９ 
【単元末テスト】                （１）  ○   

○ 
イ①～⑤ 

エ①～⑤ 

（解答紙） 

 

10 本時の展開（８/１４ ） 

（１）本時の目標 

・物体にはたらく浮力の大きさは，何によって決まるかを，実験を通して考察し，規則性を見出す。 

 

（２）観点別評価規準 

・物体の様子を観察し，浮力の大きさが何によって決まるか考察できる。        【イ⑤】 

・浮力の大きさを調べる実験を工夫して行っている。                 【ウ②】                  
 

（３）準備物 

○個人…ワークシート 

○班 …小型水そう，ペットボトル（２Ｌ，１Ｌ，500mL，300mL 各１） 

電子てんびん，計算機，砂，ろうと，カップ，発表用シート，ペン（３色） 

○全体…大型水そう，おもりの砂入りペットボトル（数種類） 

 

（４）学習の展開 

  

学習内容（活動） 

主な発問・指示（○） 

予想される生徒の反応（☆） 

「Ｃ」と判断される生徒への手だて（★） 

指導上の留意点（●） 

評価規準 

（評価方法） 

導

入 

○既習事項の復習をする。 

 

 

○浮力の大きさはどのようにして求めますか。 

☆浮力の大きさ(Ｎ)＝重力の大きさ(Ｎ)－水中で

の重さ(Ｎ) 

○浮力の大きさと重力の大きさが等しいとき，物体

はどのような状態になっていますか。 

☆物体は水に浮いている。 

 

★前時の実験を再現するとともに，重力と浮力を矢

印で示した図を提示し，復習をする。 

 

展 

 

開 

 

○本時の目標を知る。 

 

 

 

 

 

 

 

○仮説を設定する。 

 ・予備実験を行い，仮説を

設定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○いろいろな大きさのペットボトルを用いて浮力

の大きさについて予備実験を行い，２Ｌの物体に 

 はたらく浮力の大きさはいくらになるか，仮説を

立てましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ⑤ 

物体（ペット 

ボトル）のよ 

うすを観察し， 

物体にはたらく浮力の大きさは何によってきまるかを，実験を通して考え，規則性を見

出そう。 

＝ミッション＝ 

○２Ｌのペットボトルがちょうど水に沈むときの，物体にはたらく浮力の大きさについ

て仮説を立て，実際に，水面ぎりぎりにペットボトルを浮かべなさい。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・班で，仮説を文章化する。 

 

○仮説を検証する。 

・班で，２Ｌのペットボト 

ルにおもりの砂を入れ

る。 

 ・一斉に大型すいそうにペ

ットボトルを入れてみ

る。 

 ・班で立てた仮説を発表す

る。 

 

○一般化する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆いろいろな大きさのペットボトルに砂を入れて

は重さを測り，水に浮かべてみる。 

☆ペットボトルの体積が大きいほど浮力も大きく

なる。 

☆いろいろなペットボトルが水面ぎりぎりになる

のは，ペットボトルの体積の分だけおもりを入れ

たときである。 

☆２Ｌのペットボトルにはたらく浮力は（最大で）， 

 およそ２０Ｎ（おもり 2000ｇ分）である。 

★何度も実験するよう，試行錯誤をうながす。 

★ペットボトルの大きさ（容量）に着目させる。 

 

○２Ｌのペットボトルが水面ギリギリに浮いてい

るときの浮力の大きさは何Ｎか，理由もつけて， 

 自分の意見をワークシートに書いた後，グループ

で仮説を立てましょう。 

☆はたらく浮力の大きさは２０(Ｎ)である。理由

は，水中の物体の体積の分だけ，浮力がはたらく

からである。 

★2000ｇと解答している生徒には，浮力の大きさの

単位は（Ｎ）であることを確認する。 

★できるだけ理由を書くよう，うながす。 

 

○２Ｌのペットボトルに砂を入れ，大型水そうに入

れる用意をしてください。 

☆２Ｌのペットボトルに，質量が 2000ｇになるよう

に，おもりの砂を入れる。 

☆水そうにペットボトルを入れる。 

 

 

★成功した理由とともに，失敗した理由も考えさ

せ，発表させる。 

 

○体積が 500cm3の物体がすべて水中にあるとき，物

体に加わる浮力は何Ｎですか。 

☆５Ｎである。 

○体積が 500cm3の物体が半分水中にあるとき，物体

に加わる浮力は何Ｎですか。 

☆２.５Ｎである。 

浮力の大きさ 

が何によって 

決まるかを考 

察できる。 

(活動の様子) 

ウ② 

浮力の大きさ 

を調べる実験 

を工夫して行 

っている。 

(活動の様子) 

 

 

イ⑤ 

物体（ペット 

ボトル）のよ 

うすを観察し， 

浮力の大きさ 

が何によって 

決まるかを考 

察できる。 

(ワークシー

ト・発表・

班活動のよ

うす) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ま

と

め 

○振り返りをする 

 

○評価表に今日の学習のふりかえりを記入しまし

ょう。 

 

 

物体に加わる浮力の大きさは，水中にある物体の体積によって決まる。 

（水中の物体の体積が何 cm3かわかると，浮力の大きさが何Ｎかわかる。） 


